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	オンラインセミナー  7月1日(水) 開催
	図解と演習で学ぶ 「見える」実験計画法入門
	数式への苦手意識を解消！ 結果の解釈と数式の理解は後から自然について来る
	本セミナーでは、これから実験計画法を学ぼうとしている方を対象に、標準偏差とは何か、統計的有意差とは何かといった基礎的な内容から解説します。経験のある方は、復習の機会としてご活用ください。 一方、実験計画と銘打っていることから、本セミナーでは二元配置実験までを網羅する内容としました。二元配置実験まで理解できれば、直交配列表や重回帰分析なども理解しやすくなるためです。計算自体はソフトウェアが行いますので、結果を正しく解釈するために、数式がグラフのどの部分を数値化しているのかというイメージがつかめれば十分です。本セミナーでは、図解を用いてわかりやすく解説します。 本セミナーを受講するにあたり、統計の予備知識は必要ありません。ただし、製品設計や工程設計に関する知識または経験は必要です。統計は、技術的な論点をグラフとして可視化できれば、理解したも同然だからです。 さあ、実験計画法の不思議さと面白さを一緒に学んでいきましょう。
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